
































　
は
じ
め
に
（『
鹿
児
島
市
立
病
院
史
』
の
続
編
と
し
て
）

　「
明
治
26
年
９
月
25
日
、
こ
の
日
こ
そ
我
が
鹿
児
島
市
立
病
院
の
前
身
で
あ
る
市
立
鹿
児
島
病
院
が
誕
生
し
た
記
念
す
べ

き
日
で
あ
る
」。
昭
和
57
年
に
発
刊
さ
れ
た
『
鹿
児
島
市
立
病
院
史
』
の
「
巻
頭
言
」
で
、
当
時
の
上
高
原
勝
美
院
長
は
こ

う
指
摘
し
、
そ
の
「
記
念
す
べ
き
日
」
に
つ
い
て
「
英
国
の
医
師
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
イ
リ
ス
の
精
神
を
受
け
継
い
だ
日
だ
か

ら
で
あ
る
」
と
説
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
で
英
国
公
使
館
付
医
官
と
し
て
来
日
し
て
い
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
イ
リ
ス
（
１
８
３
７
～

１
８
９
４
）
は
、
明
治
２
年
、
西
郷
隆
盛
、
大
久
保
利
通
ら
の
求
め
に
応
じ
て
薩
摩
に
来
藩
。
医
学
校
・
赤
倉
病
院
を
創
設

し
、
１
万
５
０
０
０
人
に
上
る
患
者
の
治
療
に
当
た
る
一
方
、
10
年
春
ま
で
多
く
の
医
学
生
を
指
導
し
、
鹿
児
島
の
地
で
英

国
医
学
の
萌
芽
・
育
成
に
努
め
た
。
西
南
戦
争
の
た
め
創
設
し
た
医
学
校
・
赤
倉
病
院
は
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
そ
の
精
神
は
培

わ
れ
た
土
壌
の
な
か
で
、
15
年
１
月
に
開
設
さ
れ
た
県
立
医
学
校
・
附
属
病
院
に
引
き
継
が
れ
た
。

　
明
治
22
年
４
月
に
市
制
を
布
い
た
鹿
児
島
市
は
、
26
年
９
月
25
日
、
県
立
鹿
児
島
医
学
校
・
附
属
病
院
か
ら
私
立
鹿
児
島

病
院
に
変
わ
っ
て
い
た
病
院
を
市
立
鹿
児
島
病
院
と
し
て
経
営
を
受
け
継
い
だ
。「
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
イ
リ
ス
の
精
神
」
の

継
承
は
こ
こ
に
始
ま
る
。

　
市
は
、
病
院
施
設
の
施
設
拡
充
、
診
療
科
目
の
増
科
、
医
員
の
増
強
な
ど
に
努
め
た
た
め
、
患
者
数
は
年
を
追
う
ご
と
に



増
え
た
。
し
か
し
、
明
治
35
年
に
至
り
患
者
数
が
減
少
し
た
た
め
40
年
３
月
、一
切
を
県
に
返
還
し
、同
年
４
月
１
日
か
ら
県

立
鹿
児
島
病
院
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
立
病
院
の
14
年
間
の
歴
史
も
こ
こ
で
い
っ
た
ん
中
断
の
や
む
な
き
に
至
る
。

　
33
年
の
歳
月
を
経
て
、
市
立
病
院
は
新
た
に
再
生
す
る
。

　
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
前
年
に
当
た
る
昭
和
15
年
４
月
、
市
は
紀
元
２
６
０
０
年
記
念
事
業
と
し
て
、
昭
和
５
年
以
来
鹿
児

島
市
社
会
事
業
協
会
が
経
営
し
て
い
た
実
費
診
療
所
（
南
林
寺
町
）
を
買
収
し
、
市
立
診
療
所
と
し
て
開
所
し
た
。
20
年

春
、
太
平
洋
戦
争
は
い
よ
い
よ
熾
烈
化
、
食
糧
欠
乏
か
ら
結
核
患
者
ら
が
激
増
す
る
な
か
、
市
民
病
院
へ
の
拡
充
機
運
は
盛

り
上
が
り
、
同
年
４
月
11
日
、
診
療
所
は
鹿
児
島
市
立
病
院
と
改
称
。
市
役
所
内
に
あ
っ
た
ト
ラ
ホ
ー
ム
診
療
所
と
薬
師
町

に
あ
っ
た
伝
染
病
専
門
の
尾お

畔ぐ
ろ

病
院
（
後
に
城
西
病
院
）
の
３
医
療
機
関
を
一
本
化
し
、
松
本
正
巳
院
長
、
上
高
原
勝
美
副

院
長
が
発
令
さ
れ
た
。
発
足
式
の
参
加
者
は
、
防
空
頭
巾
を
持
参
す
る
と
い
う
戦
時
下
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　
昭
和
20
年
６
月
17
日
、
後
に
「
鹿
児
島
大
空
襲
」
の
名
で
語
り
継
が
れ
る
米
軍
機
の
空
爆
で
病
院
は
全
焼
。
１
週
間
後
の

24
日
、
上
町
の
野
元
医
院
を
借
り
て
診
療
活
動
を
再
開
す
る
も
の
の
、
７
月
31
日
の
「
上
町
大
空
襲
」
で
倒
壊
し
、
再
び
市

立
病
院
は
診
療
拠
点
を
失
っ
た
。
そ
の
後
、
戦
災
を
逃
れ
た
分
院
の
尾
畔
病
院
と
上
之
原
配
水
池
ト
ン
ネ
ル
内
で
診
療
活
動

を
継
続
。
終
戦
の
日
か
ら
９
日
後
の
８
月
24
日
、
戦
後
の
市
立
病
院
は
市
庁
舎
一
階
の
水
道
課
と
尾
畔
病
院
で
仮
診
療
を
開

始
し
た
。
同
年
暮
れ
、
松
本
正
巳
初
代
院
長
に
代
わ
り
、
２
代
目
の
佐
々
木
武
男
院
長
が
就
任
。
以
後
、
佐
々
木
院
長
は
36

年
ま
で
の
16
年
間
院
長
を
勤
め
、
現
在
の
総
合
病
院
の
基
礎
づ
く
り
に
貢
献
す
る
。

　
昭
和
21
年
に
入
る
と
、
市
役
所
で
の
診
療
が
中
心
と
な
り
、
内
科
、
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
眼
科
、
産
婦
人
科
の
５
科
に

同
年
４
月
か
ら
翌
年
１
月
ま
で
に
約
２
万
人
が
診
療
に
訪
れ
て
い
る
。
同
年
暮
れ
に
は
市
役
所
裏
手
に
待
望
の
入
院
病
棟



（
50
床
）
が
完
成
し
た
も
の
の
、
戦
後
の
混
乱
期
、
深
刻
な
物
不
足
の
中
で
の
経
営
的
に
も
厳
し
い
診
療
が
続
い
た
。

　
戦
災
復
興
計
画
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
市
立
病
院
を
新
屋
敷
大
広
場
（
加
治
屋
町
）
に
移
転
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
占

領
軍
の
管
理
下
に
あ
っ
た
旧
海
軍
郡
元
航
空
隊
の
兵
舎
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
23
年
５
月
か
ら
建
設
に
着
手
、
10
月
11
日
か

ら
診
療
を
開
始
し
た
。
こ
の
あ
と
、
30
年
に
か
け
て
本
館
や
病
棟
、
調
理
室
、
産
院
、
準
看
護
師
養
成
所
、
霊
安
室
な
ど
が

次
々
と
造
ら
れ
、
来
る
べ
き
近
代
化
へ
の
地
固
め
が
ス
タ
ー
ト
し
、
30
年
３
月
現
在
で
の
許
可
病
棟
数
は
２
９
０
床
、
診
療

科
は
９
科
を
数
え
た
。

　
近
代
化
は
病
院
建
屋
だ
け
で
は
な
い
。
昭
和
25
年
10
月
、
入
院
患
者
の
一
部
か
ら
給
食
を
導
入
、
26
年
３
月
か
ら
は
全
病

棟
の
完
全
給
食
に
踏
み
切
っ
た
。
戦
後
の
モ
ノ
不
足
が
続
く
中
、
公
立
病
院
の
中
で
は
全
国
的
に
も
早
い
導
入
で
、
県
内
の

病
院
の
先
陣
を
切
っ
た
。
翌
27
年
に
は
市
立
産
院
を
開
設
す
る
。
昭
和
32
年
春
、
コ
バ
ル
ト
60
遠
隔
治
療
装
置
に
よ
る
が
ん

治
療
が
開
始
さ
れ
た
。
同
治
療
装
置
は
九
州
で
は
３
番
目
の
導
入
。
治
療
効
果
は
従
来
の
Ｘ
線
と
比
較
し
て
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
、
南
九
州
一
円
か
ら
患
者
が
訪
れ
た
。
導
入
は
放
射
線
診
療
が
独
立
診
療
科
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
同
年
８
月
１
日
、
市
立
病
院
が
総
合
病
院
と
称
す
る
こ
と
の
承
認
書
を
受
領
す
る
。

　
昭
和
36
年
春
、
第
一
期
病
院
改
築
工
事
（
１
号
館
）
が
落
成
し
、
第
２
代
の
佐
々
木
武
男
院
長
が
退
任
、
初
め
て
の
病
院

内
選
挙
で
第
３
代
院
長
に
上
高
原
勝
美
副
院
長
が
就
任
し
た
。
翌
37
年
、
妊
婦
ド
ッ
ク
指
定
病
院
に
な
り
、
38
年
２
月
に
第

２
期
病
院
改
築
工
事
（
２
号
館
）
が
完
成
し
た
。
翌
39
年
５
月
、
県
内
初
と
な
る
新
生
児
全
血
交
換
（
Ｒ
Ｈ
マ
イ
ナ
ス
）
に

成
功
、
注
目
を
集
め
た
。
同
年
７
月
に
は
「
救
急
病
院
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
37
、
38
年
頃
か
ら
胃
が
ん
の
早
期
発
見
が
全
国
的
な
テ
ー
マ
と
な
り
、
42
年
、
市
立
病
院
は
リ
ニ
ア
・
ア
ク
セ
ラ



レ
ー
タ
（
略
称
リ
ニ
ア
ッ
ク
）
を
導
入
す
る
。
九
州
で
は
初
め
て
、
全
国
で
も
７
台
目
と
い
う
最
新
鋭
機
器
の
導
入
で
、
市

立
病
院
の
放
射
線
科
は
さ
ら
に
信
頼
性
と
評
価
を
高
め
た
。
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
交
通
事
故
の
増
大
を
背
景
に
42
年
７
月

か
ら
県
内
で
は
初
め
て
の
脳
神
経
外
科
が
ス
タ
ー
ト
。
さ
ら
に
翌
年
４
月
か
ら
頭
部
外
傷
救
急
セ
ン
タ
ー
が
新
設
さ
れ
た
。

こ
れ
が
今
日
の
市
立
病
院
の
救
急
医
療
の
出
発
点
と
な
る
。

　
昭
和
44
年
４
月
１
日
か
ら
市
立
病
院
は
、
そ
れ
ま
で
の
地
方
公
営
企
業
法
の
「
一
部
適
用
」
か
ら
「
全
部
適
用
」
に
移
行

す
る
。
同
日
付
け
で
上
高
原
勝
美
院
長
が
、
初
代
の
病
院
事
業
管
理
者
と
し
て
就
任
。
市
立
病
院
は
財
政
面
だ
け
で
な
く
、

管
理
・
運
営
面
に
お
い
て
も
独
立
し
た
事
業
体
と
し
て
出
発
す
る
。
次
い
で
４
月
12
日
に
職
員
２
２
０
人
が
参
加
し
て
新
た

な
労
働
組
合
の
結
成
大
会
が
開
か
れ
、
労
働
組
合
も
事
実
上
の
一
人
歩
き
を
始
め
た
。

　
昭
和
46
年
３
月
、
第
１
次
病
院
整
備
事
業
（
本
館
）
が
起
工
。
同
月
、
が
ん
診
療
施
設
用
と
し
て
40
床
増
床
し
て
、
許
可

病
床
数
４
７
０
床
と
な
る
。
一
段
と
施
設
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
果
た
し
た
市
立
病
院
は
、
翌
47
年
４
月
、
臨
床
研
修
を
行
う

病
院
と
し
て
の
指
定
を
受
け
る
。
同
指
定
で
は
病
院
と
し
て
の
水
準
の
高
さ
、
充
実
し
た
指
導
体
制
が
評
価
さ
れ
た
。
ほ
ぼ

同
時
期
の
47
年
の
３
月
、
温
泉
療
法
用
の
温
泉
掘
削
に
成
功
、
深
さ
７
４
７
㍍
か
ら
毎
分
１
０
０
㍑
で
摂
氏
49
度
の
お
湯
が

湧
出
す
る
。
豊
富
な
湧
出
量
に
伴
い
、
温
泉
は
理
学
療
法
だ
け
で
な
く
一
般
患
者
の
入
浴
に
も
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
47
年
11
月
か
ら
48
年
９
月
に
か
け
て
第
１
次
病
院
整
備
事
業
の
本
館
高
層
部
・
低
層
部
が
相
次
い
で
完
成
し
、
市
立
病
院

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地
下
１
階
、
地
上
７
階
の
近
代
的
な
病
院
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
48
年
５
月
か

ら
外
来
患
者
の
診
療
時
間
を
原
則
と
し
て
午
前
診
療
に
変
更
す
る
。
同
11
月
に
は
整
形
外
科
を
開
設
、
診
療
科
目
は
15
科
に

増
え
た
。



　
翌
49
年
４
月
、
市
立
高
等
看
護
学
校
が
開
校
。
５
月
、「
い
こ
い
の
森
」
が
開
園
、
６
月
、「
人
工
透
析
部
」
を
新
設
、
７

月
「
中
央
カ
ル
テ
管
理
室
」
を
設
置
す
る
な
ど
総
合
病
院
と
し
て
の
機
能
を
高
め
て
い
く
。
同
年
４
月
、
県
と
離
島
28
市
町

は
離
島
救
急
医
療
体
制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
が
、
市
立
病
院
へ
の
受
け
入
れ
件
数
は
そ
の
後
、
年
々
増
加
、
離
島
医
療
面
で

も
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
る
。
翌
50
年
に
は
県
内
初
の
不
妊
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
し
た
。

　
全
国
に
一
躍
鹿
児
島
市
立
病
院
の
名
を
知
ら
し
め
た
の
は
、
昭
和
51
年
の
日
本
初
の
五
つ
子
誕
生
で
あ
る
。
１
月
31
日
昼

に
誕
生
し
た
五
つ
子
は
、
極
小
未
熟
児
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
西
寿
彦
産
婦
人
科
部
長
を
チ
ー
フ
と
す
る
15
人
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
な
ど
多
く
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
手
厚
い
準
備
、
看
護
の
も
と
ス
ク
ス
ク
と
成
長
。
５
月
に
は
晴
れ
て
退

院
、
東
京
の
日
大
病
院
に
移
っ
た
。
さ
ら
に
４
年
後
の
55
年
春
に
は
２
組
目
が
誕
生
、
再
び
全
国
の
注
目
を
浴
び
た
。
当
時

は
不
妊
症
に
対
す
る
排
卵
誘
発
剤
の
導
入
に
よ
り
、
全
国
で
四
つ
子
、
五
つ
子
が
生
ま
れ
た
が
全
員
が
無
事
に
育
っ
た
例
が

な
く
、
１
例
目
、
２
例
目
（
市
立
病
院
）、
３
例
目
が
56
年
の
東
京
・
日
赤
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
地
方
病
院
の

医
療
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
、
内
外
の
高
い
評
価
を
得
た
。

　
五
つ
子
誕
生
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
全
国
６
位
の
高
い
数
値
（
昭
和
51
年
）
を
示
し
て
い
た
早
期
新
生
児
の
死
亡
率
を
改

善
し
よ
う
と
、
53
年
11
月
、
新
生
児
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
、
す
で
に
開
設
さ
れ
て
い
た
母
子
保
健
指
導
セ
ン
タ
ー
、
翌
年

２
月
に
設
置
さ
れ
た
分
娩
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
悲
願
と
な
っ
て
い
た
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
異

常
分
娩
の
恐
れ
が
あ
る
妊
産
婦
や
未
熟
児
を
は
じ
め
、
重
症
新
生
児
を
24
時
間
体
制
で
監
視
治
療
す
る
同
セ
ン
タ
ー
な
ど
周

産
期
医
学
の
充
実
に
よ
っ
て
、
県
の
周
産
期
死
亡
率
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。
54
年
に
は
全
国
初
の
遠
隔
分
娩
の
実
用
化
に

成
功
、
新
し
い
地
域
医
療
の
形
を
示
し
た
。



　
脳
神
経
外
科
の
診
療
活
動
を
格
段
に
充
実
さ
せ
た
の
は
、
昭
和
52
年
８
月
の
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ
ー
導
入
で
あ
る
。
九
州
内
で

は
大
学
関
係
を
除
く
公
的
病
院
と
し
て
は
第
１
号
。
導
入
後
、
市
立
病
院
に
搬
入
さ
れ
る
脳
血
管
障
害
の
急
患
の
数
は
著
し

く
増
加
し
た
。
53
年
９
月
、
第
２
次
病
院
整
備
事
業
の
３
号
館
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
５
階
建
て
）
が
落
成
す
る
。

　
48
年
の
整
形
外
科
開
設
を
は
じ
め
、
病
院
各
科
の
充
実
に
伴
い
、
リ
ハ
ビ
リ
を
必
要
と
す
る
患
者
も
増
加
。
54
年
８
月
、

こ
れ
ま
で
外
科
や
整
形
外
科
に
包
含
さ
れ
て
い
た
リ
ハ
ビ
リ
部
門
が
独
立
し
「
中
央
理
学
療
法
室
」
が
新
設
さ
れ
た
。
翌

月
、
第
３
次
病
院
整
備
事
業
（
４
号
館
）
の
起
工
式
を
挙
行
す
る
。
55
年
春
に
は
、
超
音
波
診
断
装
置
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

付
き
Ｘ
線
全
身
断
層
診
断
装
置
を
相
次
ぎ
導
入
。
翌
56
年
３
月
に
は
４
号
館
が
竣
工
す
る
。
同
年
４
月
時
点
で
許
可
病
棟
数

は
６
２
１
床
に
達
し
た
。
市
立
病
院
は
、
こ
う
し
た
医
療
機
器
の
高
度
化
や
施
設
の
整
備
が
さ
ら
に
進
み
、
南
九
州
の
中
核

的
な
総
合
病
院
と
し
て
、
ま
た
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
と
し
て
確
た
る
地
位
を
着
々
築
い
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
冒
頭
の
「
巻
頭
言
」
の
最
後
に
上
高
原
勝
美
院
長
は
「
私
の
あ
と
に
つ
づ
く
人
び
と
に
よ
っ
て
、
時
々
刻
々
進
展
す
る
新

し
い
医
学
が
こ
の
地
に
導
入
さ
れ
、
我
が
市
立
病
院
が
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
ま
す
ま
す
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
こ

と
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
」
と
し
た
上
で
、「
こ
の
後
い
つ
の
日
か
再
び
病
院
史
の
編
纂
が
計
画
さ
れ
た
と
き
、
そ
し
て
私
ど

も
が
心
血
を
注
い
で
築
き
上
げ
た
病
院
の
姿
が
そ
の
巻
頭
を
飾
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
う
と
き
、
心
躍
る
思
い
が
す
る
。
是

非
そ
の
日
が
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
筆
を
擱お

く
」
と
、
昭
和
56
年
「
菊
花
薫
る
日
」
に
結
ん
で
い
る
。
先
人
た
ち
が
「
心
血

を
注
い
で
築
き
上
げ
た
病
院
」
の
「
そ
の
後
」（
56
年
以
降
）
か
ら
今
日
ま
で
の
歩
み
を
詳
述
し
た
い
。

平
成
31
年
２
月



　
序
文

　
　
　
鹿
児
島
市
長
　
森
　
博
幸

　
鹿
児
島
市
の
病
院
事
業
は
、
明
治
26
年
９
月
の
「
市
立
鹿
児
島
病
院
」
の
創
設
に
始
ま
り
ま
す
。
昭
和
15
年
に
社
会
事
業

協
会
の
経
営
す
る
実
費
診
療
所
を
買
収
し
て
南
林
寺
町
に
「
鹿
児
島
市
立
診
療
所
」
を
開
設
し
、
そ
の
後
、
昭
和
20
年
に

「
鹿
児
島
市
立
病
院
」
と
改
称
し
ま
し
た
。

　
昭
和
23
年
に
加
治
屋
町
に
移
転
し
て
以
降
、
平
成
27
年
４
月
ま
で
の
約
67
年
間
に
わ
た
り
、
本
県
救
急
医
療
の
中
心
と
な

る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
や
昭
和
51
年
の
五
つ
子
誕
生
を
契
機
と
し
て
整
備
し
た
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
県

下
の
中
核
的
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
５
月
に
施
設
の
老
朽
化
や
狭
隘
化
等
に
伴
い
、
上
荒
田
町
に
移
転
し
て
か
ら
は
、
診
療
科
の
新
設
・
再
編
や
高

度
医
療
機
器
の
充
実
な
ど
、
診
療
体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

『
鹿
児
島
市
立
病
院
史
Ⅱ
』
は
、
先
の
『
鹿
児
島
市
立
病
院
史
』
が
編
纂
さ
れ
た
昭
和
56
年
か
ら
現
在
ま
で
の
、
38
年
間
の

市
立
病
院
の
取
組
を
掲
載
し
て
お
り
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
、
新
生
児
セ
ン
タ
ー
の
増
床
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
へ



の
医
師
、
看
護
師
の
職
員
派
遣
や
東
日
本
大
震
災
等
へ
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
開

始
、
移
転
開
院
な
ど
、
市
立
病
院
が
年
々
様
々
な
医
療
機
能
を
有
し
、
高
度
専
門
医
療
を
提
供
す
る
地
域
の
中
核
的
医
療
機

関
と
し
て
着
実
に
発
展
し
て
い
く
様
を
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
上
荒
田
町
へ
の
新
病
院
移
転
を
機
に
、
こ
の
病
院
史
Ⅱ
を
発
行
し
、
市
立
病
院
が
歩
ん
で
き
た
軌
跡
を
後
世

に
残
す
こ
と
は
大
変
有
意
義
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
本
編
の
結
び
に
あ
る
「
今
後
の
展
望
」
の
中
で
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
市
立
病
院
の
役
割
等
に
つ
い
て
、
有
識
者
の

皆
様
と
の
対
談
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
各
医
療
機
関
は
、
人
口
の
推
移
、
国
の
施
策
、
医
療
技
術
の
進

歩
な
ど
医
療
を
取
り
巻
く
厳
し
い
情
勢
の
中
、
多
様
な
医
療
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
刊
行
に
合
わ
せ
て
、
あ
ら
た
め
て
、
市
立
病
院
が
今
後
と
も
将
来
に
わ
た
っ
て
、
市
民
や
県
民
の
皆
様
か
ら
信
頼

さ
れ
、
末
永
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
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２
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巻
頭
言

　
　
鹿
児
島
市
病
院
事
業
管
理
者

　
　
鹿
児
島
市
立
病
院
長
　
坪
内 

博
仁

　
鹿
児
島
市
立
病
院
は
、
平
成
27
年
５
月
１
日
に
多
く
の
思
い
出
と
と
も
に
長
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
加
治
屋
町
か
ら
、
Ｊ

Ｔ
跡
地
で
あ
っ
た
上
荒
田
町
に
新
築
移
転
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
『
鹿
児
島
市
立
病
院
史
Ⅱ
』
は
、
移
転
開
院
を
機
に
、
昭
和
57
年
に
発
刊
し
た
『
鹿
児
島
市
立
病
院
史
』
の
続
編

と
し
て
、
昭
和
56
年
か
ら
平
成
30
年
ま
で
の
38
年
間
に
わ
た
る
当
院
の
軌
跡
を
収
録
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
前
回
の
病
院
史
は
、
明
治
前
の
鹿
児
島
の
医
学
や
明
治
維
新
後
の
鹿
児
島
医
史
か
ら
始
ま
り
、
市
立
病
院
の
創
設
や
戦
後

の
苦
難
の
時
代
、
近
代
化
へ
の
道
を
歩
む
市
立
病
院
、
昭
和
55
年
の
二
度
目
の
五
つ
子
誕
生
ま
で
の
話
を
中
心
と
し
た
も
の

で
、
太
平
洋
戦
争
な
ど
極
め
て
困
難
な
時
代
の
中
で
経
験
さ
れ
た
膨
大
な
出
来
事
を
収
録
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
、
編
纂
し
た
病
院
史
Ⅱ
に
は
、
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
総
合
病
院
と
し
て
の
基
盤
を
発
展
さ
せ
、

市
立
病
院
が
時
代
や
医
療
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
て
、
さ
ら
に
様
々
な
医
療
機
能
を
備
え
、
県
下
の
中
核
的
医
療
機
関
と

し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
き
た
そ
の
歴
史
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。



　
そ
の
主
な
内
容
は
、
昭
和
58
年
の
慈
愛
像
の
建
立
に
始
ま
り
、
中
国
長
沙
市
と
の
国
際
交
流
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
本

格
稼
働
、
８
・
６
水
害
や
阪
神
・
淡
路
大
震
災
へ
の
対
応
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
指
定
、
地
域
が
ん
連
携
拠

点
病
院
や
小
児
救
急
拠
点
病
院
の
指
定
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
開
始
、
新
病
院
の
建
設
、
移
転
開
院
お

よ
び
新
病
院
で
の
取
り
組
み
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
新
病
院
で
は
、
診
療
科
の
新
設
・
再
編
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
高
度
医
療
機
器
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
当
院

の
３
つ
の
大
き
な
柱
で
あ
る
「
救
急
医
療
」、「
周
産
期
母
子
医
療
」、「
が
ん
診
療
」
の
一
層
の
充
実
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
明
確
に
し
、
経
営
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
紹
介
率
や
逆
紹
介
率
の
向
上
、
平
均
在

院
日
数
の
短
縮
、
選
定
療
養
費
の
導
入
、
医
療
連
携
の
推
進
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
地
域
医
療
支
援
病
院
の
承
認
や
Ｄ
Ｐ
Ｃ

特
定
病
院
群
の
指
定
に
至
っ
た
経
過
ま
で
病
院
史
Ⅱ
に
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
編
の
結
び
に
は
、「
今
後
の
展
望
」
と
し
て
市
立
病
院
の
将
来
に
つ
い
て
対
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
日

本
が
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
医
療
界
に
と
っ
て
厳
し
い
時
代
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
中
、
当
院
と
し
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
、
安
心
安
全
で
質
の
高
い
医
療
の
提
供
を
基
本
理
念
に
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
市
民
や
県
民
の
皆
様
か

ら
信
頼
さ
れ
る
医
療
機
関
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、『
鹿
児
島
市
立
病
院
史
Ⅱ
』
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
前
回
病
院
史
と
同
様
、
執
筆
を
担
当
い
た
だ
き
ま
し
た

南
日
本
新
聞
開
発
セ
ン
タ
ー
、
並
び
に
ご
対
談
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
そ
の
他
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
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年
２
月


